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特許庁 1

特許情報の普及・活⽤施策の概要１

３ 公報に関する変更点

J-PlatPatの改善２
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特許情報の意義

特許庁 2

特許庁

 特許情報の活⽤により産業の発達が期待される。
※特許情報︓（特許、実⽤新案、意匠、商標に関する情報）

特許情報

情報提供

発明を奨励し、産業の発達に寄与

考案を奨励し、産業の発達に寄与

意匠の創作を奨励し、産業の発達に寄与

商標の保護により、商標の使⽤者の業務
上の信⽤の維持を図り、産業の発達に寄
与し、あわせて需要者の利益を保護

特 許

実⽤新案

意 匠

商 標

産業財産権法の⽬的

特許情報普及施策に関する議論
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 産業財産権情報利⽤推進委員会（⻑官私的懇談会）報告（平成１５年３⽉）

 産業構造審議会 知的財産分科会 情報普及活⽤⼩委員会（平成２８年５⽉）

国と⺠間とのベストミックスで⼀般ユーザーの多様なニーズに応えていく

我が国ユーザーが享受するサービスの質が全体として世界最⾼⽔準となるように特許情報サービスを
提供していき、特許情報を広く普及していくための基盤を引き続き整備していくべき

正確で基本的な⼀次情報の提供

国の役割

⼀次情報に⾼い付加価値をつけた情報の提供

⺠間の役割

グローバル化、ITの進展
海外庁のサービスの状況

⺠間事業者のサービスの状況
我が国ユーザーの要望

考慮要素

特に中⼩企業等が
容易に特許情報等を利⽤できるようにする

海外庁の審査官が
我が国審査結果を参酌しやすくする

環境整備の⽅向性
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⼀次情報の交換

それぞれの役割
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 我が国ユーザー（⼤企業・中⼩企業・個⼈・研究機関）
 海外の審査官等

②付加価値の⾼いサービス

①正確で基本的なサービス

③政策的に実施するサービス

特許庁・INPIT

⺠間サービス業者

海外の知的財産庁
【国】
 正確で基本的な⼀次情報を提供

（①）
 サービスの質が世界最⾼⽔準となる

ように特許情報サービス（政策的に
実施するサービス）を提供（③）

⼀次情報のメンテナンス・
充実化等の基盤整備を実施

【⺠間】
 国が提供する⼀次情報に
⾼い付加価値をつけた情報を提供

（②）

【ユーザー】
 世界最⾼レベルのサービスを享受し

特許情報を活⽤

正確な⼀次情報を提供するために
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 ⼀次情報は、次の４つの観点で整備する必要がある。

付加価値の追加

 正確で基本的な⼀次情報の確実な提供
 ⺠間事業者が付加価値の⾼いサービスを提供するための環境整備

海外の公報情報等の拡充
＝知的財産庁とのデータ交換の推進

データの網羅性

適時にデータ⽋損やエラーを修正
データの正確性

情報提供の迅速化を促進
データ反映の適時性

情報セキュリティを強化
データの安全性

サービストレンド調査 AI等最新技術活⽤
事例研究
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特許情報の普及・活⽤施策の概要１

３ 公報に関する変更点

J-PlatPatの改善２

J-PlatPatの概要

＜沿⾰＞
平成11年に特許電⼦図書館（IPDL）としてサービス開始
平成27年3⽉にJ-PlatPatとしてリニューアル
令和元年5⽉にユーザーインターフェースを刷新・機能を改善

＜機能概要＞
約１.3億万件の国内外の公報を収録

（特許、実⽤新案、意匠、商標）
⽂献番号、キーワード等により検索可能
直感的に使いやすい簡易なユーザーインターフェースを採⽤
審査・審判関係の書類や経過情報を迅速に提供
（原則受理・発出の翌営業⽇）

 J-PlatPatは、インターネットで利⽤できる無料のデータベース

7特許庁
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特許庁

 RSS配信選択可能な案件を全出願に拡⼤予定

 審決公報の検索項⽬にテキスト全⽂を追加

 検索結果のCSVの出⼒件数を100件から500件に増加

 特許実⽤新案分類検索（PMGS）において、表形式の簡易表⽰を追加

8

直近のJ-PlatPatの改善（令和3年２⽉リリース）

PMGSの表⽰

CSV出⼒件数

審決公報のテキスト全⽂検索

RSS配信の拡⼤

特許・実⽤新案分類照会（PMGS）トップページ

(1) PMGSの簡易表⽰

簡易表⽰画⾯通常表⽰画⾯
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(2) 検索結果⼀覧のCSV出⼒件数増加

 J-PlatPatの「検索結果⼀覧」のCSV出⼒可能件数が100件から500件に増加。

CSV出⼒結果

○○○○‐○○○○

検索結果の表⽰画⾯

△△△△△△
△△△△△△
△△△△△△

△△△△△△
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(3) 審決公報の検索項⽬の追加

全⽂検索 出訴番号検索

11特許庁
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(4) RSS配信の対象拡⼤

• RSS配信の対象を全案件に拡⼤。
従来は、2019年6⽉以降に（審査請求等の）経過情報が更新された出願のみが対象

出願照会

RSSマークをクリックして表⽰されるページの
URL「https://・・・.xml」をコピーしてRSS
リーダーに登録。

○○○○-○○○○○○ ××××-××××××

RSSマーク XXXX-XXXXXX

特願XXXX-XXXXXX

RSSリーダーの画⾯
（例︓Google Chrome）

登録された出願の経過情報が更新されると、
「上記案件について、「●●●」が追加されま
した。」と通知される。

12特許庁

特許庁

（参考）API提供の試⾏（令和４年１⽉から開始）

13

特 許

実⽤新案

意 匠

商 標

API

リクエスト

情報提供

ユーザー

 「特許」の情報に限定してAPI提供を試⾏

 利⽤登録制（利⽤者（原則として法⼈単位）につき１IDを付与）
 各APIにアクセス制限あり（数百アクセス／⽇で検討中）

APIの種類
 特許経過情報
 シンプル版特許経過情報
 特許分割出願情報
 特許優先基礎出願情報
 特許申請⼈⽒名･名称
 特許申請⼈コード
 特許番号参照
 特許申請書類
 特許発送書類
 特許拒絶理由通知書
 特許引⽤⽂献情報
 特許登録情報

特許庁
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特許情報の普及・活⽤施策の概要１

３ 公報に関する変更点

J-PlatPatの改善２

特許庁

(1) 公報をXML形式に統⼀
 特許、実⽤新案、意匠、商標の各公報と審決公報（公⽰号を除く）
＜XML形式＞

情報の種類を⽰すタグを⽤いて⽂章の構造を表現

(2) 公報を毎⽇発⾏

(3) 再公表特許を廃⽌

<country>JP</country>
<doc-number>6691280</doc-number>
<kind>特許公報(B1)</kind>
<date>20200414</date>

発⾏国のタグ

登録番号のタグ

登録⽇のタグ

（例）

公報の変更点の概要

15
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(1) XML形式への統⼀

 公報発⾏サイトは、PDFの提供を廃⽌
 J-PlatPatは、引き続きPDFを提供

過
去

公
報
刷
新
後

XML PDF

PDF

PDF

XML
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(2) 公報発⾏

過
去

公
報
刷
新
後

⼀週間分を発⾏ 週次で更新

⽇次で更新毎⽇発⾏

※審決公報は⽉次で更新

ユーザー

17



JPO JPO

特許庁

(3) 再公表特許の廃⽌

※過去に発⾏された再公表特許は国内⽂献検索で検索可能

⽇本特許庁を受理官庁として⽇本語でPCT出願された発明について、再公表特許の発⾏を廃⽌。

国際公開 再公表特許出願⼈

PCT出願

国際公開 再公表特許

J-PlatPatでは、国際公開（⽇本語）を外国⽂献検索で検索

外国⽂献検索で
検索可能

国内⽂献検索で
検索できない

公報刷新後

18

J-PlatPatで⽇本語PCT出願を検索する際の留意点
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国内⽂献と外国⽂献の双⽅を
検索対象とすることで、網羅的
に⽇本語の特許⽂献を検索

契機 種別 2021.12までの発⾏分 2022.1以降の発⾏分
⽇本語検索 FI・Fターム ⽇本語検索 FI・Fターム

国際公開 国際公開 外国⽂献 ○ × ○ 国内移⾏後
○

再公表特許 国内移⾏ 国内⽂献 ○ ○ 廃⽌ 廃⽌
特許公報 特許登録 国内⽂献 ○ ○ ○ ○
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ありがとうございました

特許庁 特許情報室


